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１日広報マン１日広報マン！！
　深浦中学校の生徒が職場体験を行　深浦中学校の生徒が職場体験を行
いました。 2名の生徒が取材・作成いました。 2名の生徒が取材・作成
した記事は 8－ 9ｐに掲載されていした記事は 8－ 9ｐに掲載されてい
ます。ます。
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活
力
あ
る
地
域
社
会
の
形
成
と
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
26
年
12
月
、

町
と
弘
前
大
学
食
料
科
学
研
究
所
、
㈱
オ
カ
ム
ラ
食
品
工
業
（
青
森
市
）
が
、「
深
浦

町
に
お
け
る
サ
ー
モ
ン
養
殖
実
証
事
業
に
関
す
る
三
者
連
携
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
約
10
か
月
、
黒
崎
地
区
の
サ
ー
モ
ン
中
間
養
殖
場
の
整
備
が
い
よ
い
よ
始
動

し
ま
す
。

　
「
地
方
創
生
の
大
き
な
好
機
」（
吉
田
町
長
）
と
位
置
付
け
る
サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業
の

概
要
と
展
望
を
御
紹
介
し
ま
す
。

◆ 

深
浦
町
は
国
内
に
お
け
る
サ
ー
モ

ン
養
殖
事
業
の
適
地

　

事
業
主
体
で
あ
る
㈱
オ
カ
ム
ラ
食
品
工
業

は
、
青
森
市
に
本
社
を
置
く
海
鮮
加
工
を
中

心
と
し
た
食
品
メ
ー
カ
ー
。
デ
ン
マ
ー
ク
に

サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業
を
行
う
子
会
社
を
持
ち
、

ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン

チ
ェ
ー
ン
を
手
掛
け
る
な
ど
、
世
界
的
な
規

模
で
事
業
展
開
を
し
て
い
ま
す
。

　

岡
村
恒
一
社
長
は
、
サ
ー
モ
ン
養
殖
に
有

利
な
条
件
と
し
て
「
冷
温
で
清
浄
な
水
（
淡

水
・
海
水
）
を
豊
富
に
確
保
で
き
る
こ
と
」

を
第
一
に
掲
げ
ま
す
。
国
内
で
の
サ
ー
モ
ン

養
殖
に
有
望
な
地
域
を
北
海
道
と
北
東
北
に

絞
り
、
さ
ら
に
、
自
身
が
生
ま
れ
育
っ
た
青

森
県
で
サ
ー
モ
ン
養
殖
を
手
掛
け
た
い
と
の

強
い
思
い
か
ら
、
白
神
山
地
を
擁
す
る
深
浦

町
が
サ
ー
モ
ン
養
殖
の
適
地
で
あ
る
と
判
断

さ
れ
ま
し
た
。

◆ 

サ
ー
モ
ン
の
世
界
的
な
需
要
の
高

ま
り

　

㈱
日
本
政
策
投
資
銀
行
の
レ
ポ
ー
ト
「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
す
る
養
殖
産
業
と
日
本
の
状

況
」（
2
0
1
4
・
8
・
21
）に
よ
る
と
、「
先

進
国
に
お
け
る
健
康
志
向
や
、
途
上
国
に
お

け
る
食
生
活
水
準
の
向
上
に
よ
り
、
世
界
の

水
産
物
消
費
量
は
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い

る
。」「
世
界
の
水
産
物
需
要
が
拡
大
す
る
中
、

供
給
量
も
増
加
し
て
い
る
が
資
源
制
約
の
あ

る
天
然
漁
獲
量
は
横
ば
い
で
推
移
。
相
対
的

に
養
殖
生
産
量
の
拡
大
が
世
界
の
需
要
増
を

支
え
て
い
る
（
図
1
）」

　
「
人
口
増
加
・
経
済
成
長
に
伴
い
、
2
0

3
0
年
ま
で
に
世
界
の
水
産
物
需
要
は
約
3

割
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
（
図
2
）、

サ
ケ
・
サ
ー
モ
ン
の
需
要
も
順
調
に
増
加
。

需
要
が
供
給
の
増
加
を
上
回
っ
て
推
移
し
、

需
給
の
観
点
か
ら
サ
ケ
・
サ
ー
モ
ン
の
価
格

は
上
昇
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
（
図

3
）」
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

◆
サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業
の
概
要

　

サ
ー
モ
ン
養
殖
は
大
き
く
、
三
つ
の
段
階

が
あ
り
ま
す
（
図
4
）。
一
段
階
目
が
「
ふ

化
事
業
」。
発
眼
卵
を
ふ
化
さ
せ
、
約
4
カ

月
か
け
て
2
ｇ
程
度
ま
で
成
長
さ
せ
ま
す
。

二
段
階
目
が
「
中
間
魚
養
殖
事
業
」。
2
ｇ

ま
で
成
長
し
た
幼
魚
を
大
き
め
の
池
に
入
れ
、

約
17
カ
月
か
け
て
5
0
0
ｇ
ま
で
成
長
さ
せ

ま
す
。
こ
こ
ま
で
、
ふ
化
と
中
間
養
殖
は
、

淡
水
を
使
っ
て
行
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、最
終
段
階
が
「
成
魚
養
殖
事
業
」。

海
水
を
使
っ
て
約
6
カ
月
養
殖
す
る
こ
と
で

出
荷
サ
イ
ズ
の
3
㎏
ま
で
成
長
さ
せ
ま
す
。

そ
し
て
、
今
回
の
養
殖
事
業
の
最
大
の
特
長

は
「
生
食
用
サ
ー
モ
ン
の
完
全
陸
上
養
殖
」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

第１回サーモン養殖事業推進連絡調整会議（平成27年 3 月19日、役場町民文化ホール）

【上】 三者連携協定を締結した（左から）㈱オカムラ食品工業岡
村社長、弘前大学食料科学研究所嵯峨所長と吉田町長

　　（平成26年12月15日、青森市ホテル青森）
【下】三者連携協定書

図
１ 

世
界
の
漁
業
・
養
殖
生
産
量
の
推
移

図
2 

世
界
の
水
産
物
需
要
予
測

図
3 

サ
ケ
・
サ
ー
モ
ン
の
需
給
関
係
の
変
化

図
4 

サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業
の
概
要
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生
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サ
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完
全
陸
上
養
殖

　

養
殖
過
程
の
全
て
を
陸
上
養
殖
と
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
魚
体
の
大
き
さ
や
与
え
る
エ

サ
、
水
温
・
水
質
と
い
っ
た
サ
ー
モ
ン
養
殖

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
生
育
管
理
が
可
能
と
な

り
、
加
え
て
、
海
域
に
生
育
す
る
寄
生
虫
の

排
除
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
海
面
養

殖
と
比
較
し
、
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
安
定
的

な
生
産
が
で
き
る
こ
と
、
陸
上
養
殖
に
よ
っ

て
エ
サ
の
食
べ
残
し
や
、
魚
の
ふ
ん
・
老
廃

物
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
て
、
環
境
に
配

慮
し
た
養
殖
事
業
が
可
能
と
な
る
こ
と
が
最

大
の
強
み
と
な
り
ま
す
。

◆ 

三
者
連
携
協
定
に
基
づ
く
町
の
こ

れ
ま
で
の
取
組

　

昨
年
12
月
の
三
者
連
携
協
定
締
結
以
降
、

町
で
は
サ
ー
モ
ン
養
殖
実
証
事
業
構
想
に
係

る
懇
談
会
や
管
内
漁
協
役
員
等
に
対
す
る
説

明
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
地
域
懇
談
会

や
行
政
連
絡
員
会
議
に
お
け
る
概
要
説
明
、

議
会
全
員
協
議
会
や
サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業
推

進
連
絡
調
整
会
議
に
お
け
る
進
ち
ょ
く
状
況

の
説
明
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
三
者

連
携
協
定
に
基
づ
く
町
の
役
割
と
し
て
、
養

殖
場
整
備
適
地
調
査
や
井
水
の
水
源
調
査
、

河
川
水
の
水
質
・
水
量
調
査
、
海
水
温
の
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
排
水
浄
化
に
関
す
る
取
組

　

議
会
や
各
種
説
明
会
に
お
い
て
取
り
上
げ

ら
れ
る
の
は
「
排
水
の
浄
化
」
に
関
す
る
課

題
。
養
殖
場
か
ら
排
水
が
流
入
す
る
海
域
に

漁
業
権
を
持
つ
新
深
浦
町
漁
協
の
西
﨑
組
合

長
は
、
サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業
の
波
及
効
果
と

町
へ
の
貢
献
に
期
待
を
示
し
つ
つ
、「
排
水

に
よ
る
海
域
へ
の
影
響
は
な
い
の
か
」
と
質

問
。
岡
村
社
長
は
「
環
境
へ
の
厳
し
い
基
準

を
設
け
て
い
る
デ
ン
マ
ー
ク
の
技
術
を
参
考

と
し
養
殖
場
を
整
備
す
る
。
個
液
分
離
に

よ
っ
て
食
べ
残
し
た
エ
サ
や
魚
の
老
廃
物
を

完
全
に
取
り
除
く
。
三
者
連
携
協
定
を
結
ん

だ
弘
前
大
学
と
と
も
に
学
術
的
な
側
面
か
ら

も
海
に
与
え
る
影
響
を
調
査
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
。」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

◆
今
後
の
事
業
構
想

　

7
月
7
日
に
開
催
さ
れ
た
サ
ー
モ
ン
養
殖

事
業
推
進
連
絡
調
整
会
議
に
お
い
て
岡
村
社

長
は
、10
年
後
の
2
0
2
5
年
度
時
点
の
サ
ー

モ
ン
年
間
生
産
量
は
7
3
4
4
ト
ン
、
販
売

額
80
億
6
7
0
0
万
円
、
雇
用
数
2
5
1
人

を
目
標
と
す
る
と
表
明
し
ま
し
た
。

　
「
人
口
減
に
伴
う
地
域
経
済
の
低
迷
が
叫

ば
れ
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、
サ
ー
モ
ン
養
殖

事
業
は
大
き
な
希
望
」（
吉
田
町
長
）
で
あ
り
、

産
学
官
の
更
な
る
連
携
に
よ
り
目
標
を
実
現

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

サーモン養殖事業に係る取組経緯

サーモン中間養殖場第１期工事が行われる黒崎地区大峰側右岸 水深20mの海底に設置した水温測定機

サ
ー
モ
ン
中
間
養
殖
場
第
一
期
工
事
の

イ
メ
ー
ジ
図
（
オ
カ
ム
ラ
食
品
工
業
提
供
）
７
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た

サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業
連
絡
調
整
会
議
の
資
料

月　日 内　　　　容
Ｈ26
7 /22㈫ 深浦町・弘前大学食料科学研究所連携協定締結

9 / 6 ㈯ 水産物高機能ブランド化フォーラム開催

12/ 5 ㈮ 議会全員協議会における連携協定締結説明

12/ 9 ㈫ サーモン養殖実証事業構想に係る懇談会開催

12/15㈪
深浦町・弘前大学食料科学研究所・㈱オカムラ
食品工業「深浦町におけるサーモン養殖実証事
業に関する三者連携協定」締結

Ｈ27
1 / 8 ㈭

海面 4 漁業協同組合長との「サーモン養殖実証
事業等に係る懇談会」開催

2 / 6 ㈮
漁協役員を対象とした「サーモン養殖事業に係
る事業説明会」開催

2 /13㈮
議会全員協議会においてサーモン養殖事業概要
説明

2 /18㈬
2 /19㈭
2 /24㈫

地域懇談会（岩崎地区）
　　〃　　（深浦地区）
　　〃　　（大戸瀬地区）

2 /24㈫
議会産業建設常任委員会においてサーモン養殖
事業説明、現地視察

3 /19㈭ 第 1回サーモン養殖事業推進連絡調整会議開催

4 / 6 ㈪ 井水テストボーリング、水量調査委託契約締結

4 / 8 ㈬
行政連絡員会議においてサーモン養殖事業の概
要説明

5 / 4 ㈪ 白神川海域に水温計設置（水深 5、10、20ｍ）

6 /16㈫ デンマークからの視察団来町

7 / 3 ㈮ 漁協組合長、副組合長、筆頭理事への説明

7 / 7 ㈫
議会全員協議会においてサーモン養殖事業進
ちょく状況説明

7 / 7 ㈫ 第 2回サーモン養殖事業推進連絡調整会議開催

8 /10㈪ ＪＲ秋田支社長訪問（岡村社長、町長ほか）

9 / 4 ㈮
議会全員協議会においてサーモン養殖事業進
ちょく状況説明

9 / 4 ㈮
管内漁協組合長・理事・職員に対してサーモン
養殖事業進ちょく状況説明

9 /26㈯ 第 3回サーモン養殖事業推進連絡調整会議開催

サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業
の
計
画
概
要
を
伝
え
る
新
聞
記
事
（
平
成
27
年
7
月
8
日
、
東
奥
日
報
掲
載
）
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【
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

【
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚（
結
婚

（
結
婚
6060
年
）
年
）】】

◆◆
谷　
　

貞　

男
・
あ　

ゑ

谷　
　

貞　

男
・
あ　

ゑ（（
55　

区
）

　

区
）

◆◆
畑
山　

賢　

三
・　

富　

畑
山　

賢　

三
・　

富　
（（
66　

区
）

　

区
）

◆◆
伊
藤　

利　

昭
・
惠　

美

伊
藤　

利　

昭
・
惠　

美（（
77　

区
）

　

区
）

◆◆
伊
藤　

兵　

吉
・
カ　

チ

伊
藤　

兵　

吉
・
カ　

チ（
崎
の
町
）

（
崎
の
町
）

◆◆
小
山　
　

茂　

・
芳　

子

小
山　
　

茂　

・
芳　

子（（
1212　

区
）

　

区
）

◆◆
大
船　
　

勉　

・
や　

よ

大
船　
　

勉　

・
や　

よ（
晴　

山
）

（
晴　

山
）

◆◆
大
船　

年　

雄
・
つ　

な

大
船　

年　

雄
・
つ　

な（
晴　

山
）

（
晴　

山
）

◆◆
山
本　

重　

雄
・
二　

和

山
本　

重　

雄
・
二　

和（
田
野
沢
）

（
田
野
沢
）

◆◆
大
川　

清　

作
・
み
つ
ゑ

大
川　

清　

作
・
み
つ
ゑ
（
北
金

（
北
金
11
区
）
区
）

◆◆
大
川　

喜　

克
・
セ
イ
子

大
川　

喜　

克
・
セ
イ
子
（
北
金

（
北
金
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区
）
区
）

◆◆
脇
川　
　

章　

・
し　

さ

脇
川　
　

章　

・
し　

さ
（
北
金

（
北
金
33
区
）
区
）

◆◆
古
川　

貞　

憲
・
つ　

せ

古
川　

貞　

憲
・
つ　

せ
（
北
金

（
北
金
33
区
）
区
）

◆◆
櫻
庭　

公　

廣
・
と
も
え

櫻
庭　

公　

廣
・
と
も
え（　

関　

）

（　

関　

）

◆◆
岩
谷　

萬　

藏
・
マ
ツ
エ

岩
谷　

萬　

藏
・
マ
ツ
エ（
柳　

田
）

（
柳　

田
）

◆◆
清
野　
　

保　

・
つ　

ゑ

清
野　
　

保　

・
つ　

ゑ（
岩　

坂
）

（
岩　

坂
）

◆◆
伊
藤　

武　

志
・
セ
エ
子

伊
藤　

武　

志
・
セ
エ
子（
沢　

辺
）

（
沢　

辺
）

◆◆
神
林　

辰　

榮
・
せ　

い

神
林　

辰　

榮
・
せ　

い（
沢　

辺
）

（
沢　

辺
）

◆◆
小
山　

喜
惠
治
・
な
つ
ゑ

小
山　

喜
惠
治
・
な
つ
ゑ（
岩
崎
上
）

（
岩
崎
上
）

◆◆
青
山　

和　

男
・
む
つ
子

青
山　

和　

男
・
む
つ
子（
岩
崎
上
）

（
岩
崎
上
）

【
金　

婚

【
金　

婚
（
結
婚

（
結
婚
5050
年
）
年
）】】

◆◆
坂
本　

繁　

俊
・
鶴　

江

坂
本　

繁　

俊
・
鶴　

江（
舮　

作
）

（
舮　

作
）

◆◆
坂
本　

正　

春
・
悦　

子

坂
本　

正　

春
・
悦　

子（
舮　

作
）

（
舮　

作
）

◆◆
金
沢　

恭　

一
・
き　

よ

金
沢　

恭　

一
・
き　

よ（（
33　

区
）

　

区
）

◆◆
木
村　

勝
三
郎
・
ツ
ヤ
子

木
村　

勝
三
郎
・
ツ
ヤ
子（（
33　

区
）

　

区
）

◆◆
菊
地　

正　

三
・
カ
ツ
ヱ

菊
地　

正　

三
・
カ
ツ
ヱ（（
33　

区
）

　

区
）

◆◆
葛
西　

賢　

一
・
せ
い
子

葛
西　

賢　

一
・
せ
い
子（（
66　

区
）

　

区
）

◆◆
松
本　

吉　

昭
・
ミ
ヲ
子

松
本　

吉　

昭
・
ミ
ヲ
子（
崎
の
町
）

（
崎
の
町
）

◆◆
紀
本　

文　

男
・
一　

枝

紀
本　

文　

男
・
一　

枝（
川
原
町
）

（
川
原
町
）

◆◆
𠮷
田　

明　

弘
・
須
美
子

𠮷
田　

明　

弘
・
須
美
子（（
1212　

区
）

　

区
）

◆◆
上
田　
　

弘　

・
惠
美
子

上
田　
　

弘　

・
惠
美
子（（
1212　

区
）

　

区
）

◆◆
坂
本　

邦　

夫
・
瑞　

江

坂
本　

邦　

夫
・
瑞　

江（（
1212　

区
）

　

区
）

◆◆
佐
藤　

佐
次
郎
・
美　

代

佐
藤　

佐
次
郎
・
美　

代（（
1212　

区
）

　

区
）

◆◆
柿
﨑　

康　

藏
・
二
三
子

柿
﨑　

康　

藏
・
二
三
子（
広　

戸
）

（
広　

戸
）

◆◆
杉
田　

久　

市
・
み
ゆ
き

杉
田　

久　

市
・
み
ゆ
き（
広　

戸
）

（
広　

戸
）

◆◆
浜
谷　

東　

一
・

浜
谷　

東　

一
・羭羭　
子

　

子（
広　

戸
）

（
広　

戸
）

　

長
年
に
わ
た
っ
て
様
々
な
分
野
で

活
躍
し
、
社
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

た
高
齢
者
を
敬
愛
す
る
「
生
き
い
き

健
康
福
祉
祭
」
が
9
月
17
日
、
町
民

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
吉
田
町
長
が
「
健
康

寿
命
を
延
ば
す
た
め
、
生
き
が
い
活

動
な
ど
の
健
康
事
業
に
参
加
し
、
町

全
体
で
健
康
へ
の
意
識
を
高
め
て
い

き
、
み
な
さ
ん
の
貴
重
な
知
識
や
経

験
を
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
や
金
婚
、
米
寿
を

迎
え
た
2
3
0
名
の
う
ち
、
出
席
し

た
95
名
の
表
彰
対
象
者
へ
顕
彰
状
と

記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
新
た
に
町
社
会
福
祉

協
議
会
会
長
に
就
任
し
た
新
岡
重
治

会
長
が
、「
健
康
で
明
る
く
生
き
が

生
き
い
き
健
康
福
祉
祭

230
名
の
長
寿
を
祝
う

◆◆
黒
滝　

榮　

治
・
惠
美
子

黒
滝　

榮　

治
・
惠
美
子（
相
野
山
）

（
相
野
山
）

◆◆
福
沢　
福
沢　

英　

雄
・
あ
つ
子

　

雄
・
あ
つ
子（
相
野
山
）

（
相
野
山
）

◆◆
大
沢　

次　

男
・　

悦　

大
沢　

次　

男
・　

悦　
（
塩
見
崎
）

（
塩
見
崎
）

◆◆
秦　
　

祐　

三
・
ツ　

ギ

秦　
　

祐　

三
・
ツ　

ギ（
塩
見
崎
）

（
塩
見
崎
）

◆◆
永
谷　

勇　

一
・
レ　

子

永
谷　

勇　

一
・
レ　

子（
塩
見
崎
）

（
塩
見
崎
）

◆◆
福
沢　

紀　

行
・
と　

め

福
沢　

紀　

行
・
と　

め（
驫　

木
）

（
驫　

木
）

◆◆
野
呂　

石　

雄
・
艶　

子

野
呂　

石　

雄
・
艶　

子（
驫　

木
）

（
驫　

木
）

◆◆
野
呂　

弘　

光
・
智
慧
子

野
呂　

弘　

光
・
智
慧
子（
驫　

木
）

（
驫　

木
）

◆◆
吉
田　

秋　

義
・
朋　

子

吉
田　

秋　

義
・
朋　

子（
驫　

木
）

（
驫　

木
）

◆◆
吉
田　

建　

造
・
睦　

子

吉
田　

建　

造
・
睦　

子（
驫　

木
）

（
驫　

木
）

◆◆
三
浦　

政　

助
・
レ
イ
サ

三
浦　

政　

助
・
レ
イ
サ（
風
合
瀬
）

（
風
合
瀬
）

◆◆
野
呂　
　

實　

・
み
ち
ゑ

野
呂　
　

實　

・
み
ち
ゑ（
風
合
瀬
）

（
風
合
瀬
）

◆◆
山
本　

利　

雄
・
和　

子

山
本　

利　

雄
・
和　

子（
風
合
瀬
）

（
風
合
瀬
）

◆◆
小
野　

明　

夫
・
ス
ガ
子

小
野　

明　

夫
・
ス
ガ
子（
晴　

山
）

（
晴　

山
）

◆◆
岩
谷　

克　

夫
・
喜
久
子

岩
谷　

克　

夫
・
喜
久
子
（
北
金

（
北
金
11
区
）
区
）

◆◆
佐
藤　

惣
一
・
ツ　

セ

佐
藤　

惣
一
・
ツ　

セ
（
北
金

（
北
金
11
区
）
区
）

◆◆
長
谷
川　

武
次
郎
・
み
ち

長
谷
川　

武
次
郎
・
み
ち
（
北
金

（
北
金
11
区
）
区
）

◆◆
清
水
谷　

光
男
・
レ
イ
子

清
水
谷　

光
男
・
レ
イ
子
（
北
金

（
北
金
22
区
）
区
）

◆◆
根
上　

久　

男
・
テ
ル
子

根
上　

久　

男
・
テ
ル
子
（
北
金

（
北
金
22
区
）
区
）

◆◆
八
木
橋　

寛　

・
き
よ
ゑ

八
木
橋　

寛　

・
き
よ
ゑ
（
北
金

（
北
金
22
区
）
区
）

◆◆
古
川　

一　

三
・
悦　

子

古
川　

一　

三
・
悦　

子
（
北
金

（
北
金
33
区
）
区
）

◆◆
古
川　

常　

雄
・
ハ
ル
ヱ

古
川　

常　

雄
・
ハ
ル
ヱ（　

関　

）

（　

関　

）

◆◆
藤
沢　
　

宏　

・
イ
ツ
子

藤
沢　
　

宏　

・
イ
ツ
子（　

関　

）

（　

関　

）

◆◆
小
野
田　

鶴
清
・
は
ち
よ

小
野
田　

鶴
清
・
は
ち
よ（　

関　

）

（　

関　

）

◆◆
伊
藤　

昭　

雄
・
昭　

子

伊
藤　

昭　

雄
・
昭　

子（
柳　

田
）

（
柳　

田
）

◆◆
渋
谷　

與
之
助
・
き　

そ

渋
谷　

與
之
助
・
き　

そ（
沢　

辺
）

（
沢　

辺
）

◆◆
細
川　
　

進　

・
チ　

ナ

細
川　
　

進　

・
チ　

ナ（
沢　

辺
）

（
沢　

辺
）

◆◆
佐
藤　

正　

治
・
八　

重

佐
藤　

正　

治
・
八　

重（
岩
崎
下
）

（
岩
崎
下
）

◆◆
塩
谷　

八　

郎
・
京　

子

塩
谷　

八　

郎
・
京　

子（
岩
崎
下
）

（
岩
崎
下
）

◆◆
宮
西　
　

忠　

・
紀
代
子

宮
西　
　

忠　

・
紀
代
子（
岩
崎
中
）

（
岩
崎
中
）

◆◆
西
巻　
　

修　

・
き　

せ

西
巻　
　

修　

・
き　

せ（
岩
崎
上
）

（
岩
崎
上
）

◆◆
西
巻　

忠　

治
・
敏　

子

西
巻　

忠　

治
・
敏　

子（
岩
崎
上
）

（
岩
崎
上
）

◆◆
笹
森　

昌　

吾
・
二
喜
子

笹
森　

昌　

吾
・
二
喜
子（
岩
崎
上
）

（
岩
崎
上
）

◆◆
笹
森　

賢　

一
・
ト
モ
子

笹
森　

賢　

一
・
ト
モ
子（
正　

久
）

（
正　

久
）

◆◆
村
山　

𠀋　

夫
・
京　

子

村
山　

𠀋　

夫
・
京　

子（
正　

久
）

（
正　

久
）

◆◆
佐
藤　

恭　

三
・
う　

め

佐
藤　

恭　

三
・
う　

め（
黒　

崎
）

（
黒　

崎
）

◆◆
大
屋　

重　

則
・
梅　

子

大
屋　

重　

則
・
梅　

子（
黒　

崎
）

（
黒　

崎
）

【
米　

寿

【
米　

寿
（（
8888
歳
）
歳
）】】

◆◆
黄
金
﨑　

り　

つ

黄
金
﨑　

り　

つ
（
舮　
　

作
）

（
舮　
　

作
）

◆◆
黄
金
﨑　

た　

よ

黄
金
﨑　

た　

よ
（
舮　
　

作
）

（
舮　
　

作
）

◆◆
熊　

谷　

善
太
郎

熊　

谷　

善
太
郎
（
横　
　

磯
）

（
横　
　

磯
）

◆◆
大　

沢　

た　

い

大　

沢　

た　

い
（
横　
　

磯
）

（
横　
　

磯
）

◆◆
小　

沢　

敦　

盛

小　

沢　

敦　

盛
（
横　
　

磯
）

（
横　
　

磯
）

◆◆
坂　

本　

勇　

昭

坂　

本　

勇　

昭
（（
33　
　

区
）

　
　

区
）

◆◆
木　

村　

ツ　

ヤ

木　

村　

ツ　

ヤ
（（
33　
　

区
）

　
　

区
）

◆◆
石　

田　

昭　

次

石　

田　

昭　

次
（（
33　
　

区
）

　
　

区
）

◆◆
今　

村　

俊　

雄

今　

村　

俊　

雄
（（
33　
　

区
）

　
　

区
）

◆◆
山　

﨑　

と　

き

山　

﨑　

と　

き
（（
33　
　

区
）

　
　

区
）

◆◆
斉　

藤　

ひ
さ
ゑ

斉　

藤　

ひ
さ
ゑ
（（
44　
　

区
）

　
　

区
）

◆◆
金　

沢　

兼　

作

金　

沢　

兼　

作
（（
44　
　

区
）

　
　

区
）

◆◆
三
ツ
井　

隆　

雄

三
ツ
井　

隆　

雄
（（
44　
　

区
）

　
　

区
）

◆◆
谷　
　
　

あ　

ゑ

谷　
　
　

あ　

ゑ
（（
55　
　

区
）

　
　

区
）

◆◆
木　

村　

な　

を

木　

村　

な　

を
（（
55　
　

区
）

　
　

区
）

◆◆
荒　

川　

善　

司

荒　

川　

善　

司
（（
55　
　

区
）

　
　

区
）

◆◆
熊　

谷　

き　

な

熊　

谷　

き　

な
（（
66　
　

区
）

　
　

区
）

◆◆
兵　

藤　

さ　

い

兵　

藤　

さ　

い
（（
77　
　

区
）

　
　

区
）

◆◆
野　

呂　

ゆ　

き

野　

呂　

ゆ　

き
（
崎
（
崎  

のの  

町
）
町
）

◆◆
佐　

山　

き　

み

佐　

山　

き　

み
（
川
（
川  

原原  

町
）
町
）

◆◆
佐　

藤　

貞　

吉

佐　

藤　

貞　

吉
（
川
（
川  

原原  

町
）
町
）

◆◆
長　

岡　

賢　

作

長　

岡　

賢　

作
（
川
（
川  

原原  

町
）
町
）

◆◆
大　

沢　

昭　

三

大　

沢　

昭　

三
（
川
（
川  

原原  

町
）
町
）

◆◆
山　

本　

み
つ
ゑ

山　

本　

み
つ
ゑ
（（
1212　
　

区
）

　
　

区
）

◆◆
八
木
橋　

き
よ
ゑ

八
木
橋　

き
よ
ゑ
（（
1212　
　

区
）

　
　

区
）

◆◆
神　
　
　

ミ
ヨ
子

神　
　
　

ミ
ヨ
子
（
長
（
長  

慶慶  

平
）
平
）

◆◆
杉　

田　

ノ　

リ

杉　

田　

ノ　

リ
（
広　
　

戸
）

（
広　
　

戸
）

◆◆
永　

谷　

ソ　

ネ

永　

谷　

ソ　

ネ
（
相
（
相  

野野  

山
）
山
）

◆◆
野　

呂　

ワ　

サ

野　

呂　

ワ　

サ
（
驫　
　

木
）

（
驫　
　

木
）

◆◆
吉　

田　

光　

夫

吉　

田　

光　

夫
（
驫　
　

木
）

（
驫　
　

木
）

◆◆
神　
　
　

き
ぬ
ゑ

神　
　
　

き
ぬ
ゑ
（
驫　
　

木
）

（
驫　
　

木
）

◆◆
一　

戸　

良　

美

一　

戸　

良　

美
（
驫　
　

木
）

（
驫　
　

木
）

◆◆
平　

沢　

リ　

ヱ

平　

沢　

リ　

ヱ
（
驫　
　

木
）

（
驫　
　

木
）

◆◆
吉　

田　

信　

正

吉　

田　

信　

正
（
驫　
　

木
）

（
驫　
　

木
）

◆◆
田　

中　

善　

悦

田　

中　

善　

悦
（
風
（
風  

合合  

瀬
）
瀬
）

◆◆
坂　

﨑　

タ　

マ

坂　

﨑　

タ　

マ
（
風
（
風  

合合  

瀬
）
瀬
）

◆◆
竹　

内　

武　

八

竹　

内　

武　

八
（
風
（
風  

合合  

瀬
）
瀬
）

◆◆
鈴　

木　

つ　

わ

鈴　

木　

つ　

わ
（
風
（
風  

合合  

瀬
）
瀬
）

◆◆
一　

戸　

キ
ミ
ヱ

一　

戸　

キ
ミ
ヱ
（
風
（
風  

合合  

瀬
）
瀬
）

◆◆
斉　

藤　

け　

き

斉　

藤　

け　

き
（
風
（
風  

合合  

瀬
）
瀬
）

◆◆
大　

船　

弘　

三

大　

船　

弘　

三
（
晴　
　

山
）

（
晴　
　

山
）

◆◆
若　

﨑　
　
　

忠

若　

﨑　
　
　

忠
（
田
（
田  

野野  

沢
）
沢
）

◆◆
兼　

平　

松　

夫

兼　

平　

松　

夫
（
田
（
田  

野野  

沢
）
沢
）

◆◆
山　

本　

き
く
の

山　

本　

き
く
の
（
田
（
田  

野野  

沢
）
沢
）

◆◆
山　

﨑　

リ　

ツ

山　

﨑　

リ　

ツ
（
北
金

（
北
金
11
区
）
区
）

◆◆
齊　

藤　

に　

わ

齊　

藤　

に　

わ
（
北
金

（
北
金
11
区
）
区
）

◆◆
古　

川　

キ　

ナ

古　

川　

キ　

ナ
（
北
金

（
北
金
33
区
）
区
）

◆◆
田　

浦　

み
き
ゑ

田　

浦　

み
き
ゑ
（
北
金

（
北
金
33
区
）
区
）

◆◆
小　

野　

は
つ
め

小　

野　

は
つ
め
（
北
金

（
北
金
33
区
）
区
）

◆◆
古　

川　

貞　

憲

古　

川　

貞　

憲
（
北
金

（
北
金
33
区
）
区
）

◆◆
八
木
橋　

ふ　

さ

八
木
橋　

ふ　

さ
（
北
金

（
北
金
33
区
）
区
）

◆◆
堀　

内　

久　

子

堀　

内　

久　

子
（　（　

  

関関  　

）

　

）

◆◆
木　

村　

只　

吉

木　

村　

只　

吉
（　（　

  

関関  　

）

　

）

◆◆
田　

村　

い　

ん

田　

村　

い　

ん
（　（　

  

関関  　

）

　

）

◆◆
黒　

滝　

カ　

エ

黒　

滝　

カ　

エ
（　（　

  

関関  　

）

　

）

◆◆
嶋　

口　

ス　

エ

嶋　

口　

ス　

エ
（　（　

  

関関  　

）

　

）

◆◆
斉　

藤　

伸　

子

斉　

藤　

伸　

子
（
柳　
　

田
）

（
柳　
　

田
）

◆◆
古　

川　

ミ　

ヱ

古　

川　

ミ　

ヱ
（
柳　
　

田
）

（
柳　
　

田
）

◆◆
柳　

野　

弘　

道

柳　

野　

弘　

道
（
柳　
　

田
）

（
柳　
　

田
）

◆◆
伊　

藤　

き
よ
ゑ

伊　

藤　

き
よ
ゑ
（
柳　
　

田
）

（
柳　
　

田
）

◆◆
岩　

谷　
　
　

寛

岩　

谷　
　
　

寛
（
柳　
　

田
）

（
柳　
　

田
）

◆◆
米　

谷　

リ　

チ

米　

谷　

リ　

チ
（
柳　
　

田
）

（
柳　
　

田
）

◆◆
桜　

庭　

松　

枝

桜　

庭　

松　

枝
（
柳　
　

田
）

（
柳　
　

田
）

◆◆
藤　

田　

と　

み

藤　

田　

と　

み
（
岩　
　

坂
）

（
岩　
　

坂
）

◆◆
派　

谷　

ミ　

サ

派　

谷　

ミ　

サ
（
岩　
　

坂
）

（
岩　
　

坂
）

◆◆
派　

谷　

邦　

夫

派　

谷　

邦　

夫
（
岩　
　

坂
）

（
岩　
　

坂
）

◆◆
高　

谷　

わ　

さ

高　

谷　

わ　

さ
（
岩　
　

坂
）

（
岩　
　

坂
）

◆◆
小
山
内　

フ
ジ
ヱ

小
山
内　

フ
ジ
ヱ
（
岩　
　

坂
）

（
岩　
　

坂
）

◆◆
小
山
内　

篤　

一

小
山
内　

篤　

一
（
岩　
　

坂
）

（
岩　
　

坂
）

◆◆
細　

川　
　
　

進

細　

川　
　
　

進
（
沢　
　

辺
）

（
沢　
　

辺
）

◆◆
菊　

池　

ユ　

リ

菊　

池　

ユ　

リ
（
岩
（
岩  

崎崎  

下
）
下
）

◆◆
菊　

池　

繁　

夫

菊　

池　

繁　

夫
（
岩
（
岩  

崎崎  

下
）
下
）

◆◆
七　

戸　

直　

樹

七　

戸　

直　

樹
（
岩
（
岩  

崎崎  

下
）
下
）

◆◆
堀　

内　

き　

み

堀　

内　

き　

み
（
岩
（
岩  

崎崎  

中
）
中
）

◆◆
金　

澤　

エ　

リ

金　

澤　

エ　

リ
（
岩
（
岩  

崎崎  

中
）
中
）

◆◆
堀　

内　
　
　

孝

堀　

内　
　
　

孝
（
岩
（
岩  

崎崎  

中
）
中
）

◆◆
熊　

谷　

榮　

助

熊　

谷　

榮　

助
（
岩
（
岩  

崎崎  

上
）
上
）

◆◆
堀　

内　

ミ　

ヱ

堀　

内　

ミ　

ヱ
（
岩
（
岩  

崎崎  

上
）
上
）

◆◆
小　

山　

喜
惠
治

小　

山　

喜
惠
治
（
岩
（
岩  

崎崎  

上
）
上
）

◆◆
丸　

山　

要　

一

丸　

山　

要　

一
（
岩
（
岩  

崎崎  

上
）
上
）

◆◆
坂　

本　

し　

げ

坂　

本　

し　

げ
（
岩
（
岩  

崎崎  

上
）
上
）

◆◆
白　

取　

ア　

イ

白　

取　

ア　

イ
（
岩
（
岩  

崎崎  

上
）
上
）

◆◆
笹　

森　

忠　

明

笹　

森　

忠　

明
（
正　
　

久
）

（
正　
　

久
）

◆◆
泉　

谷　
　
　

貫

泉　

谷　
　
　

貫
（
正　
　

久
）

（
正　
　

久
）

◆◆
松　

浦　

テ　

ツ

松　

浦　

テ　

ツ
（
森　
　

山
）

（
森　
　

山
）

◆◆
小　

森　
　
　

岩

小　

森　
　
　

岩
（
松　
　

神
）

（
松　
　

神
）

◆◆
吉　

田　

マ
チ
ヨ

吉　

田　

マ
チ
ヨ
（
黒　
　

崎
）

（
黒　
　

崎
）

◆◆
阿　

保　

マ　

サ

阿　

保　

マ　

サ
（
大
（
大  

間間  

越
）
越
）

い
の
あ
る
生
活
を
心
が
け
、
地
域
で

助
け
合
え
る
社
会
に
し
て
い
き
た

い
」
と
、
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
小
山
内
忠
勝
社

中
が
津
軽
民
謡
や
踊
り
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
披
露
。
会
場
内
で
は
、
気

心
の
知
れ
た
友
人
と
に
こ
や
か
に
談

笑
す
る
な
ど
、
互
い
の
長
寿
を
喜
ぶ

姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
、
和
や
か

な
雰
囲
気
で
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し

た
。
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◆◆  

生
徒
に
聞
い
て
み
ま

生
徒
に
聞
い
て
み
ま

し
た
！

し
た
！

　

町
内
で
職
場
体
験
を
し
て
い
る
深

浦
中
学
校
の
生
徒
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
て
き
ま
し
た
。

　

森
山
詩
音
さ
ん
は
、
将
来
人
と
接

す
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
い
不
老

ふ
死
温
泉
で
の
職
場
体
験
を
選
択
。

レ
ス
ト
ラ
ン
の
掃
除
や
配
膳
を
体
験

し
「
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
お
客
さ
ん

の
た
め
に
細
か
い
こ
と
を
し
て
い
る

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
臨
海
給
油
所
で
給
油
作
業
や

窓
拭
き
を
体
験
し
た
斉
藤
圭
祐
さ
ん

は
、「
大
き
な
声
を
出
す
こ
と
が
大

切
。
接
客
で
は
お
客
さ
ん
と
の
触
れ

合
う
中
で
敬
語
を
使
う
こ
と
が
重

要
」
と
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
で

職
場
体
験
を
し
た
菊
池
ひ
か
り
さ
ん

は
、
将
来
動
物
関
係
の
仕
事
を
し
た

く
、
お
客
さ
ん
と
の
接
し
方
を
学
ぼ

う
と
こ
こ
を
選
択
。「
お
客
さ
ん
と

接
す
る
こ
と
の
大
変
さ
や
、
品
出
し

な
ど
仕
事
の
裏
側
が
学
べ
て
こ
れ
か

ら
の
将
来
に
役
立
て
た
い
」。
深
浦

消
防
署
で
体
験
し
た
小
野
侑
大
さ
ん

は
「
将
来
消
防
士
に
な
り
た
い
の
で

学
べ
て
良
か
っ
た
」
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
自
分
が
体
験
し
て

み
た
い
職
業
に
触
れ
、
社
会
生
活
で

の
あ
い
さ
つ
や
礼
儀
を
学
び
、
働
く

こ
と
の
意
義
や
地
域
で
ど
の
よ
う
な

職
業
が
あ
る
の
か
理
解
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

◆◆  

事
業
者
に
聞
い
て
み

事
業
者
に
聞
い
て
み

ま
し
た

ま
し
た

　

各
事
業
所
の
う
ち
深
浦
臨
海
給
油

所
、
青
い
鳥
保
育
園
、
深
浦
消
防
署

の
３
つ
の
事
業
所
で
働
い
て
い
る
方

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

　

深
浦
臨
海
給
油
所
で
働
い
て
い
る

佐
藤
憲
夫
さ
ん
は
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
来
た
人
た
ち
に
学
ん
で
ほ

し
い
こ
と
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
と

こ
ろ
、「
お
客
さ
ん
と
受
け
答
え
が

き
ち
ん
と
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

青
い
鳥
保
育
園
で
働
い
て
い
る
島

川
左
千
夫
さ
ん
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
来
て
も
ら
っ
て
良
か
っ
た
こ
と

を
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、「
子
ど
も

た
ち
が
、
地
域
の
人
や
色
ん
な
年
代

の
人
と
ふ
れ
あ
え
る
こ
と
、
保
育
園

の
仕
事
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
よ
く

知
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。

　

深
浦
消
防
署
で
働
い
て
い
る
安
田

英
幸
さ
ん
は
、「
仕
事
を
す
る
う
え

で
大
切
な
こ
と
は
寝
坊
を
し
な
い
こ

と
」。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
来
た

人
た
ち
に
学
ん
で
ほ
し
い
こ
と
を
聞

く
と
、「
移
動
は
駆
け
足
」
と
に
こ

や
か
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

受
け
入
れ
て
く
れ
る
事
業
者
の
協

力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
職
場
体
験
を
実

施
で
き
る
の
で
今
回
取
材
し
た
事
業

者
の
言
葉
を
胸
に
今
後
も
真
摯
に
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

事
業
者
の
み
な
さ
ん
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　 9月30日から10月 1 日にかけて、将来の進路選択に役立てようと深浦中学校職場体験「ト
モロー深浦」が町内22事業者の協力を得て行われました。参加した 1・3 年生の63名のうち、
2名が町総合戦略課で広報取材・記事作成を体験しました。 2人がまとめた記事をご覧く
ださい。

職場体験から将来設計職場体験から将来設計

～ トモロー深浦 ～
【深浦中学校職場体験】【深浦中学校職場体験】

◆
取
材
を
終
え
て

　

取
材
を
し
て
み
て
感
じ
た
こ
と

は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
考
え
る
こ

と
や
人
と
接
す
る
こ
と
の
大
変
さ
。

今
ま
で
ち
ゃ
ん
と
取
材
を
し
た
こ

と
が
無
か
っ
た
の
も
あ
り
大
変
さ

が
２
倍
く
ら
い
大
き
か
っ
た
で
す
。

で
す
が
佐
藤
さ
ん
の
助
け
が
あ
っ

た
の
で
何
と
か
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が

で
き
ま
し
た
。

　

取
材
を
通
し
て
臨
機
応
変
の
対

応
の
仕
方
や
礼
儀
を
教
え
て
も
ら

い
良
い
体
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
体
験
を
忘
れ
ず

に
今
後
の
生
活
に
生
か
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
最
後
に
こ
の
よ
う
な

機
会
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
斉
藤
紫
音
）

　

各
事
業
所
を
取
材
し
て
み
て
、

大
変
な
作
業
だ
と
思
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
を
考
え
た

り
、
カ
メ
ラ
で
写
真
を
撮
っ
た
り
、

事
業
所
で
働
い
て
い
る
人
や
職
業

体
験
で
来
て
い
る
生
徒
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
り
と
な
に
か
と
忙
し

か
っ
た
で
す
。
人
と
接
し
た
り
す

る
の
は
あ
ま
り
得
意
で
は
な
か
っ

た
の
で
、
苦
戦
し
ま
し
た
。
で
す

が
、
こ
の
取
材
は
と
て
も
い
い
経

験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
や
り

が
い
を
感
じ
た
し
、
な
に
よ
り
楽

し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
生
か
し
て
将
来
に
役
立
て
た

い
で
す
。 

（
竹
内　

悠
）

し
っ
か
り
お
話
を
聞
こ
う

園
児
と
お
話

品出し中

給
油
で
き
て
い
る
か
な

ご
飯
持
っ
て
き
ま
し
た

ひ
も
を
結
ぶ
の
に
苦
労
し
て
苦
笑
い

ご
飯
を
盛
り
付
け
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　平成26年度の決算がまとまりましたので、その概要についてご紹介します。
　一般会計においては、実質収支が 2億6，289万 5 千円の黒字決算となり、特別会計を含んだ場合の
実質収支についても、 3億3，905万 3 千円の黒字となりました。
　また、健全化判断比率については、すべての指標が早期健全化基準を下回りました。
　平成26年度は、津波避難対策として、町民の皆さんの生命を守るための避難路の整備に着手し、平
成27年度においても引き続き整備を進めています。
　町では、「地方版総合戦略」を現在策定中であり、今後は策定された総合戦略を、限られた財源を
有効活用しながら実施していきたいと考えています。
　一方で、町の歳入の半分以上を占める地方交付税が、町村合併による特例期間の終了により、平成
27年度から段階的に削減されており、事業に必要な財源を確保するため、今後も緩めることなく継続
して行財政改革を推進し、更なる財政健全化を目指します。

1  平成26年度　深浦町決算総括表 （単位：千円）

会　　計　　名 歳　入
Ａ

歳　出
Ｂ

形式収支
Ｃ（Ａ－Ｂ）

翌年度
繰越財源Ｄ

実質収支
Ｃ－Ｄ

普 通 会 計 （一般会計） 7,485,034 7,185,703 299,331 36,436 262,895

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 1,712,459 1,682,545 29,914 0 29,914
国民健康保険事業特別会計（直診勘定） 152,497 147,441 5,056 0 5,056
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 109,193 109,146 47 0 47
介 護 保 険 特 別 会 計 1,348,357 1,310,259 38,098 0 38,098
訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 特 別 会 計 13,033 11,903 1,130 0 1,130
下 水 道 事 業 特 別 会 計 441,294 440,060 1,234 0 1,234
財 産 区 特 別 会 計 679 0 679 0 679

特　別　会　計　　合　　計 3,777,512 3,701,354 76,158 0 76,158
合　　　計 11,262,546 10,887,057 375,489 36,436 339,053

公 営 企 業 会 計 水 道 事 業 会 計

収益的収入 収益的支出 差 引

（
　資本的収支における不
足額１億8,763万円につい
ては、内部留保資金（過
年度損益勘定留保資金）
などで補てんしました。 ）506,205 480,418 25,787

資本的収入 資本的支出 差 引
112,000 299,630 ▲187,630

2  地方公共団体の財政の健全化に関する法律に規定する指標について
　⑴　健全化判断比率

指　標　名 算　出　方　法 深浦町の比率
（Ｈ26決算）

上段：早期健全化基準
下段：財政再生基準

① 実 質 赤 字 比 率 普通会計赤字額を標準財政規模で割って求めます。 黒字のため
該当なし

 14.97％
 20.00％

② 連 結 実 質 赤 字 比 率 財産区を除く連結実質収支赤字額を標準財政規模で割っ
て求めます。

黒字のため
該当なし

 19.97％
 30.00％

③ 実 質 公 債 費 比 率 年間の借金返済額等を標準財政規模等で割って算出した
率の３カ年平均値。 14.3％  25.0 ％

 35.0 ％

④ 将 来 負 担 比 率
普通会計の起債残高、公営企業会計や一部事務組合の
起債残高等、将来普通会計が負担すべきと見込まれる額
の合計を標準財政規模等で割って求めます。

83.3％ 350.0 ％
－

　⑵　資金不足比率

公営企業会計名 算　出　方　法 深浦町の比率
（Ｈ26決算） 経営健全化基準

① 水 道 事 業 会 計 公営企業会計の資金不足額を、事業の規模（主に料金収
入）で割って求めます。 資金不足なし 20.0％

② 下水道事業特別会計 公営企業会計の資金不足額を、事業の規模（主に料金収
入）で割って求めます。 資金不足なし 20.0％

3 健全化判断比率改善への取り組み
　⑴ 実質赤字比率 　⑵ 実質公債費比率

4 普通会計決算の状況
歳　　入 目的別歳出

5 一般会計の基金（貯金）と町債（借金）の残高の状況

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000
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人事行政の運営等の人事行政の運営等の
状況を公表します状況を公表します

深浦町人事行政の運営状況の概要深浦町人事行政の運営状況の概要

1　任用の状況

　⑴　定　数
　　①　職員数の状況
　　　　平成27年 4 月1日における部門別職員数及び退職者数並びに新採用者数等。

区 分
部 門

職員数
Ｈ26．4．1

退職者数
Ｈ26．4．1～
Ｈ27．3．31

採用者数
Ｈ27．4．1

異動者数
Ｈ27．4．1

職員数
Ｈ27．4．1

対前年
増減数

一
般
行
政
部
門

議　　 会
総　　 務
税　　 務
民　　 生
衛　　 生
労　　 働
農林水産
商　　 工
土　　 木

2
49
10
5
2
1
14
8
8

0
△ 4
△ 1
0
0
0
0
0
0

0
3
0
0
0
0
1
0
1

0
0
1
2
1
0
0

△ 1
△ 1

2
48
10
7
3
1
15
7
8

0
△ 1
0
2
1
0
1

△ 1
0

小　　 計 99 △ 5 5 2 101 2
特
別
行
政
部
門

教　　 育 15 △ 3 2 0 14 △ 1

小　　 計 15 △ 3 2 0 14 △ 1
公
営
企
業
等
会
計
部
門

病 　 院
水 　 道
下 水 道
そ の 他

9
7
3
19

△ 2
0
0

△ 1

0
0
1
1

0
△ 1
△ 1
△ 1

7
6
3
18

△ 2
△ 1
0

△ 1

小 　 計 38 △ 3 2 △ 3 34 △ 4

合　　計 152 △ 11 9 △ 1 149 △ 3

※今年度の職員数に、教育長、広域連合派遣 1人、消防事務組合出向 7人及び衛生処理組合出向 1人は含まない。

2　給与、勤務時間その他の勤務条件の状況

　⑴　給　与
　　①　給与の定め方
　　　 　職員の給与は、国の人事院勧告並びに青森県人事委員会の勧告を基本に、他の地方公共団体との均衡

に配慮しながら、町議会の審議を経て条例で定められています。
　　②　給与のあらまし
　　　　平成27年4月1日における給与の状況については、次のとおりです。
　　　ア　人件費の状況（平成26年度普通会計決算）

住民基本台帳人口（26年
度末） 歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ 人件費率 Ｂ/Ａ

9，077人 7，101，403千円 262，895千円 1，022，096千円 14．4％

　　　イ　職員給与費の状況（平成27年度普通会計予算）

職員数Ａ
給与費 一人当たり

給与費Ｂ／Ａ給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ
115人 418，038千円 59，876千円 147，557千円 625，471千円 5，439千円

1 職員手当には退職手当、児童手当を含まない。　2 給与費は当初予算に計上された額である。

　　　ウ　平均給料、平均給与及び平均年齢の状況

区　分 平均給料月額（円） 平均給与月額（円） 平均年齢
一 般 行 政 職 306，164 円 328，002 円 42．4 歳
技 能 労 務 職 － 円 － 円 － 歳

　　　エ　初任給の状況

区　　　分 初　任　給 2年後の給料

一 般 行 政 職
大 学 卒 174，200円 186，100円
高 校 卒 142，100円 150，500円

看 護 保 健 職
大 学 卒 203，400円 213，400円
短 大 卒 191，300円 204，800円

　　　オ　経験年数別平均給料の状況

区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一 般 行 政 職
大 学 卒 233，200 円 276，800 円 323，600 円
高 校 卒 202，600 円 238，300 円 291，500 円

　　　カ　一般行政職の級別職員数の状況

区分 標準的な職務内容 職員数（人） 構成比（％） 参考（過去の構成比）
1年前（％）

1 級 主 事 ・ 技 師 21 18．5 13．2
2 級 主 査 11 9．6 12．3
3 級 係 長・主 任 主 査 34 29．8 32．5
4 級 課 長 補 佐 ・ 主 幹 34 29．8 30．7
5 級 課 長 ・ 参 事 13 11．4 10．5
6 級 総 務 課 長 1 　0．9 0．8

　　　キ　職員手当の状況
【期末・勤勉手当】
　民間企業のボ－ナスに当たる手当です。

26年度
支給割合

深浦町職員 （参考）国家公務員 算定基礎額に
は、職制上の
段階や職務の
級等による加
算措置（ 5～
15％）があり
ます。

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
6　月　期 1．175月分 0．675月分 1．225月分 0．675月分
12　月　期 1．325月分 0．775月分 1．375月分 0．875月分
合　　計 2．500月分 1．450月分 2．600月分 1．550月分

　深浦町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第 6条の規定により、平成27　深浦町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第 6条の規定により、平成27
年 4 月 1 日における深浦町人事行政の運営等の状況を次のとおり公表します。年 4月 1日における深浦町人事行政の運営等の状況を次のとおり公表します。
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【退職手当】

深　　浦　　町

（支給率）
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

その他の加算措置
1人当たり平均支給額

自己都合
21．62月分
30．82月分
43．70月分
43．70月分

定年前早期退職特例措置
2，528千円

早期・定年
27．025月分
36．57月分
52．44月分
52．44月分
2～45％加算
20，837千円

【時間外勤務手当】
　正規の勤務時間以外に勤務を命じられた場合に支給されます。

支給実績（26年度決算） 5，734千円 支給職員1人当たり
平均支給年額（26年度決算） 45千円

ク　特別職の給料・報酬等の状況
　町長や町議会議長など特別職の給料・報酬等は次のとおりです。

特別職の報酬等の状況（平成27年 4 月 1 日現在）
区　　分 給料月額等 期末手当

給
料

町　　長 686，000 円 （26年度支給割合）
2．85月分副　町　長 572，000 円

報　

酬

議　　　長 266，000 円
（26年度支給割合）

2．85月分
副　議　長 229，000 円
議　　　員 218，000 円

　⑵　勤務時間の状況
　　　平成27年 4 月 1 日における職員の通常の勤務時間は、次のとおりです。

開始時刻 終了時刻 休憩時間 勤務時間
8：15 17：00 12：00 ～ 13：00 7 時間45分

　⑶　休　暇
　職員の休暇には、年次休暇、病気休暇、特別休暇及び介護休暇がありますが、それらの取得状況につい
ては、次のとおりです。

　　①　年次休暇の取得状況 （Ｈ26．1．1～Ｈ26．12．31）
総付与日数Ａ 総取得日数Ｂ 対象職員数Ｃ 平均取得日数Ｂ/Ｃ 消化率Ｂ/Ａ
5，568日 1，432日 147人 9．7日 25．72％

•対象職員には、派遣職員、期間中に育児休業又は休職をした職員は含みません。
•取得は 1日または 1時間単位。 7時間45分を 1日に換算し、 1時間未満は 1時間として計算しています。

　　②　病気休暇の取得状況 （Ｈ26．1．1～Ｈ26．12．31）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

取得者実人数
取得実績（延べ）

日数 時間数
20人 390日 20時間

　　③　特別休暇の取得状況 （Ｈ26．1．1～Ｈ26．12．31）
種　　類

（Ｈ21．4．1現在） 付与日数（概要） 取得者実人数
（人）

取得実績（延べ）
日　数（日） 時間数（時間）

配偶者出産休暇 2日以内 1 2 ―
服 忌 休 暇 1日～連続10日 7 24 ―
子 の 看 護 休 暇 5日以内 2 2 ―
夏 季 休 暇 3日以内 147 403 ―
出 勤 困 難 休 暇 必要と認められる期間 1 1 ―

短 期 介 護 休 暇 5日以内
（要介護者2人以上の場合10日以内） 2 10 ―

3　分限及び懲戒の状況

　⑴　分限処分の状況　　　　　　　　　　　　　　⑵　懲戒処分の状況

種類 処分の内容 処分件数 種類 処分の内容 処分件数

免　職 職員の意に反してその職を失わ
せる処分 ― 免　職 制裁として、職員の意に反して

その職を失わせる処分 ―

降　任 現に有している職より下位の職
に任命する処分 ― 停　職 制裁として、一定期間職務に従

事させない処分 ―

休　職 職を保有させたまま一定期間職
務に従事させない処分 1 減　給 一定期間、給料の一定割合を減

額して支給する処分 1

降　給 現在の給料の額より低い額の給
料に決定する処分 ― 戒　告 規律違反の責任を確認し、その

将来を戒める処分 ―

4　服務の状況

　⑴　職務専念義務の免除を認めている例の概要
　地方公務員法第35条の規定により職員は職務に専念する義務を有していますが、研修を受ける場合や厚
生に関する計画の実施に参加する場合等のときは、職務専念義務の免除を認めています。

　⑵　営利企業等の従事制限の許可基準及び許可状況
　職員が営利企業等に従事する場合には、地方公務員法第38条の規定に基づき任命権者の許可を得る必要
がありますが、その場合の許可基準は、深浦町職員の営利企業等の従事制限に関する規則で定めています。

5　研修及び勤務成績の評定の状況

　⑴　職員研修の状況（平成26年度　単位：人）

区　分 主　な　科　目 修了者数
基本研修 新採用者研修、主事・技師研修、主査研修、管理者入門研修、市町村課長級研修 22

選択研修 地域力創造研修、行政サービス適正化研修、部下力向上研修、分かりやすい話
し方・説明のしかた研修　など 6

庁内研修 人事評価者研修、メンタルヘルス研修、例規システム操作研修　など 67
計 95

　⑵　勤務成績の評定の実施状況
　地方公務員法では、職員の任用は、受験成績、勤務成績その他の能力の実証に基づいて行わなければな
らないこととされています。
　職員の昇任、昇格、配置などを適切に行い、職員の能力や業績などをより適切に評価するため、人事評
価制度を導入しています。

6　福祉及び利益の保護の状況

　⑴　定期健康診断の実施状況
　　　職員に対する平成26年度の定期健康診断の実施状況については、次のとおりです。

検診の種類 検査項目 受診者数 備　　　考
職員総合検診 胸部エックス線検査、尿検、血圧、心電図等 25人 人間ドック受診者を除く。

人 間 ド ッ ク
1日ドック 67人
脳ドック 13人

　⑵　公務災害及び通勤災害の発生状況
　　　平成26年度における公務災害及び通勤災害の発生件数はありません。

　さらに詳しい内容は、町ホームページでご覧いただけます。
http://www.town.fukaura.lg.jp　　トップページ＞各課のご案内＞総務課＞公表資料（行政係）
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脇川ベースボールクラブが優勝！

大学生が伝統芸能に触れる

初運行！「深浦風っこ号」

／

／

／

／

／

／
～

／

脇川ベースボールクラブ

一戸選手から八木橋選手へタスキリレー

白神岳に登頂した大学生たち

タコとったどー！

安全運転を呼び掛ける

入賞者のみなさん（左から秋元さん、川幡さん、田中さん）

／

深浦町総合戦略課　企画調整係
　電話　74－2122
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　鰺ヶ沢警察署管内の中学生を対象とした鰺ヶ沢地
区少年防犯弁論大会が、深浦中学校体育館で行われ
ました。
　同大会には、 4中学校から 9名の弁士が参加。非
行防止や健全育成に関する日常生活での体験等を発
表しました。
　審査の結果、「無償の愛」と題して発表した川幡花
菜子さん（岩崎中 3年）が、最優秀賞に輝きました。
川幡さんは25日に開催された県少年防犯弁論大会西
部大会にも出場し最優秀賞に輝きました。
　なお、鯵ヶ沢地区少年防犯弁論大会の入賞者は次
のとおり。

　故郷の誇りをタスキ

でつなぐ青森県民駅伝

競走大会が、青森市内

で行われました。

　秋晴れの中、深浦町

の選手たちは、少しで

も順位を上げようと、

持てる力を振り絞って

力走。総合第18位、町の

部第 9位という史上最

高の成績を収めました。

総合タイム　 1：55：35
総合　第18位（12↑）　町の部　第 9位（ 6↑）

1区（4．6㎞） 一　戸　慶　之（深校教諭）
【総合19位・町の部10位】

2区（3．8㎞） 八木橋　洸　斗（大戸瀬中 3）
【総合17位　町の部 9位】

3区（4．6㎞） 西　﨑　宏　光（前田酒類食品販売㈱）
【総合28位・町の部15位】

4区（6．1㎞） 山内　和也（陸上自衛隊）
【総合27位・町の部14位】

5区（2．5㎞） 藤森万里奈（深浦中 2）
【総合 8位・町の部 3位】

6区（5．2㎞） 岩谷　凌太（能代工業 2）
【総合17位・町の部 8位】

7区（3．2㎞） 黄金崎夏未（深浦町役場）
【総合12位・町の部 5位】

8区（3．8㎞） 鴨　慎一郎（大戸瀬中 2）
【総合26位・町の部16位】

　海難事故における救難活動の技術向上を目的とした救助訓練が、
新深浦町漁協大戸瀬本所で行われました。
　救助訓練には漁業関係者や大戸瀬中 1年の生徒ら約150名が参
加。漁船同士の衝突を想定した訓練では、海上に投げ出された乗
組員を漁船に救出する手順を確認していました。
　また、青森海上保安部の指導のもと漁業関係者がライフジャ
ケットを装着して海に飛び込み、安全操業と海難事故防止への意
識を高めていました。

　子どもたちに人気の「アドベンチャーキャンプ秋編」が行われ、
小学 4年～ 6年生の23名が参加しました。
　メーン行事のタコ採りでは、えさとなるカニをタコ採りの仕掛
けにつけるところからスタート。採れたタコは夕食になるという
こともあり、夢中になってタコを探し求めていました。
　翌日は朝から十二湖を散策。海と山を満喫した子どもたちはた
くましさが増したようでした。

　 9月21日から30日まで行われた秋の交通安全運動の一環として、

交通安全母の会や交通指導隊など関係者が、役場庁舎前と十二湖

駅前の 2箇所で交通安全街頭指導を行いました。

　役場庁舎前で行われた街頭指導では、参加者が通りかかるドラ

イバーに「安全運転をお願いします」と声を掛け、交通安全母の

会が手作りしたマスコットとチラシを手渡しました。

力走！県民駅伝

安全操業の意識を高める

海と山を大冒険

安全運転お願いします
　 8月24日から八森山野球場で開催されていた「第24回深浦町長
杯争奪野球大会」の決勝戦が行われ、脇川ベースボールクラブが
コンバットとの熱戦を制しました。
　序盤から得点を重ねた脇川ベースボールクラブは、最終回のコ
ンバットの粘りをかわし、 2年連続の優勝を飾りました。
　今年の大会は 6チームが参加し、数々の熱戦を展開。町体育協
会野球部では、参加者の親睦と健康増進とともに各チームの熱い
プレーを期待し、盛り上がりのある大会を目指しています。

　世界的にボランティア活動を展開している国際ボランティア協
会（ＩＶＵＳＡ）の学生ら12人が町を訪れ大間越地区の「白神御
山参詣」に参加しました。
　白神の生き物を観察する会浜田哲二代表が沖縄県で行っている
遺骨収集活動に参加していた学生に声をかけたことがきっかけと
なって今回の訪町が実現。参加した学生は「登山は大変だったが
達成感があった。またお手伝いしたい」と話していました。大間
越郷土芸能保存会伊藤秀一会長は「若い人のパワーを感じた。今
後も来てもらえるなら大歓迎です」と語っていました。

　大きな窓とレトロな車内が特長の「びゅうコースター風っこ」
が深浦駅に初めて入線しました。
　終着駅である深浦駅では、北前太鼓「風の会」の勇壮な太鼓が
歓迎。特産品ＰＲキャラクターの「ゆうひくん」や、いいべふか
うらの手を振り隊が乗客を出迎えていました。
　駅構内では、深浦マグロのじゃっぱ汁が振る舞われ、用意して
いた200食は完食。乗客は初めて食べるマグロのじゃっぱ汁に舌
鼓を打っていました。

この想いみんなに届け

　最優秀賞／川幡花菜子（岩崎中 3年）　優秀賞／秋元　麗奈（岩崎中 3年）　奨励賞／田中　翔太（大戸瀬中 2年）



‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

西海岸広域農道のアジサイロードで植栽活動

会社やお店の宣伝・
イベントの告知に
ご利用ください!

問合せ先
総合戦略課　企画調整係

74－2122
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～これが深浦のブランド特産品～～これが深浦のブランド特産品～

　特産品認定商品　白神のどぶろく かんのん
　ペンションのオーナー。接客はもちろん、みずから調理をし、お
客様に提供することもよくある。仕事の合間をぬって米作りにも精
を出す。自家栽培のお米で作るどぶろくには米の良さがあらわれて
いる。どぶろく作りのきっかけは旧岩崎村がどぶろく特区に認定さ
れたため。県内で 2店だけしか作っていない貴重なお酒、『どぶろく』
です。

　　－ かんのん のあれこれ －
Ｑ原材料は？―米、米こうじ、水
Ｑ米の品種は？―ご飯でも美味しい、あきたこまち！
Ｑ販売内容は？―500㎖、1，000㎖
Ｑ販売価格は？―販売内容順に1，080円、2，160円
Ｑ町内の販売所は？―ペンション美洋館のみ！
Ｑアルコール度数は？―14度
Ｑどんなお酒？―濃厚で芳醇、フルーティなお酒。かんのんは

白と可愛いピンクの2色。お酒好きの女性にピッタリのプレゼント☆

◎生きたお酒。ぐいっとそのまま飲むのもよし。
凍らせて食べるのも美味しい！大人のシャーベット☆

特産品認定商品代表　な め こ
　83歳になった元気いっぱいのおばあちゃん。長慶平で特産品認定の
なめこ、竹の子のほか行者にんにくも作っている。自分で食べる野菜も
多数栽培し、収穫時は朝早くから昼過ぎまでずっと作業。可愛いリスやア
ナグマといった動物に囲まれ生活している。長慶平産の木を使った原木栽培
のなめこは、車の通りがない、澄んだ空気の山の中で大切に育てられている。
　昭和45年から作り続けてきた熟練の腕で栽培される、粒がそろった自然派
なめこ。
　－ なめこのあれこれ －
Ｑなめこの品種は？―肉質が充実した森式２号
Ｑなめこの旬は？―10月
Ｑ内容量は？―１袋（500ｇ）
Ｑ価格は？―その年によって変動あり。詳しくは農協まで
　　　　　　昨年は500円～
Ｑ町内の販売所は？―つがるにしきた農協深浦支店
　　　　　　　　　　直接問合せもＯＫ！

『ふかうらのいいもの』に関するお問合せについては下記までご連絡ください。
特産品振興会事務局（観光課商工振興係）　0173－74－4412

３
時限目

９月号から紹介している販売者。先生は『ゆうひくん』にお願いします。
１時限ごとに販売者と商品（複数の場合は代表）を紹介していきます。

【【 伊藤みのり  伊藤みのり 】　～】　～長慶平長慶平～～

【 ペンション美洋館 】【 ペンション美洋館 】～岩崎～～岩崎～

町政への提言レター
　町では地域住民の声を反映させるため、町民がより自由な形
で意見・要望などの提言を町政に対して行えるよう、『町政へ
の提言レター事業』を実施します。

◆町政への提言レターは、次の方法で行います。
　町政への提言レター募集用紙を年２回広報紙に折り込み、全
世帯に配布します。切手の貼付、郵便番号の記載は必要ありま
せん。差出有効期間内は随時受け付けします。
　町政に対する意見・要望は町の振興に関する建設的なものと
し、個人あるいは特定の団体に対する誹謗中傷はご遠慮くださ
い。差出人に回答する際に必要となるため、住所・氏名の記入
をお願いします。
　提言レターが契機となり、町勢振興のための諸施策に反映さ
れたご意見ご要望や、広く町民のみなさんにお知らせする必要
があるものについては、その提言内容等を広報紙にてお知らせ
します。

☝

酒の味を知っている
30代以上にオススメ‼ 

心からぬぐだまる
お味噌汁で！

伊藤さんの深浦メモ
　食卓には自分で作っ
た野菜・キノコ、採っ
た山菜料理がたくさん。
毎日体を動かすことも
健康の秘訣です。

☜

七　戸　英　城 　西海岸地区は平成 2年度に着工し、平成27年度の完成を目指し

て事業を進めてきました。現在、全体延長15．4㎞のうち、14．0㎞

の整備が完了しましたが、トンネル等の工事を含む残り1．4㎞の

整備については、まだ時間を要することから、平成32年度まで事

業工期を延伸しますので、皆様のご理解ご協力をお願いします。

（西北地域県民局地域農林水産部・深浦町建設課）

県営西海岸地区広域営農団地農道
整備事業の工期の延伸について

　西海岸地区環境公共推進協議会では、毎年、西海岸広域農道沿

いであじさいの植栽活動を実施しています。この場所は地域住民

から「アジサイロード」と呼ばれ親しまれています。今年も 7月

30日にアジサイの植栽活動が行われ、地元住民など30名ほどが参

加し、青森県環境公共コンシェルジュ・プロフェッショナルの指

導の下、アジサイがきれいに咲くよう手入れをしました。

七戸さんの深浦メモ
刻々と姿を変える
海、山の自然たち。
ゆっくり観察してい
い空気を存分に！

４
時限目

お酒は
二十歳
から！

◎◎青青々々とした山、清らかな川、澄んだ空気 長慶平の山の幸を召し上がれ！



健康
万歩計
健康
万歩計
健康
万歩計

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆さ
んが健康で元気に過ごすための必要な情
報を提供し、ドクターからのアドバイス
を紹介するコーナーです。
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　三　上　　　規 先生

三上眼科・院長

糖尿病網膜症とは？
　糖尿病網膜症は糖尿病による高血糖が原因で網膜
の血管が障害され、眼底出血、新生血管の発生によ
り硝子体出血（眼球内部の出血）、網膜剥離、緑内
障が起こり失明することがある病気です。糖尿病網
膜症は、成人の中途失明の主因となっています。
　糖尿病網膜症の治療の基本は糖尿病の治療（血糖
のコントロール）です。しかし、血糖の高い状態が
続くと、網膜の毛細血管がつまってしまい網膜の循
環が悪くなって網膜に小出血点が出現します（ここ
までを単純型糖尿病網膜症という）。血液の循環が
悪いこの状態が続くと網膜の毛細血管が広範囲につ
まってしまいます（この状態を前増殖型糖尿病網膜
症という）。さらに血液の循環が悪いこの状態が続
くと網膜の組織が酸素不足に陥り、網膜自体が腫れ、
網膜に新生血管が発生するなどして硝子体出血（眼
球内部の出血）を起こします（この状態を増殖型糖
尿病網膜症という）。さらに進行すると緑内障や網
膜剥離を発症し失明します。
　さて、糖尿病網膜症の症状ですが、厄介な事に前
述の前増殖型糖尿病網膜症まで進行しても全く症状
は無く、増殖型糖尿病網膜症にまで進行して初めて
症状が出ます。すなわち、目がかすんできたと眼科

を受診したときは、既に手遅れの状態なことは珍し
くありません。
　それでは、糖尿病網膜症の治療の話ですが、先ほ
ども述べましたが、基本は糖尿病の治療（血糖のコ
ントロール）です。残念ながら糖尿病網膜症に有効
な目薬、飲み薬はありません。前述の前増殖型糖尿
病網膜症まで進行してきたら網膜症の鎮静化する目
的で網膜レーザー治療が大変有効です。増殖型糖尿
病網膜症まで進行してしまうと網膜レーザー治療が
効きが悪く、時には硝子体切除術が必要となります。
　最近では、一時的に網膜症の鎮静化する目的で、
硝子体（眼球内部）に薬物を直接注射する治療法も
あります。
　以上の事より、網膜レーザー治療を施行するタイ
ミングを逃さない事が非常に重要です。そのために
は、まず糖尿病と診断されましたら眼科的症状が無
くても直ちに眼科を受診し、眼科医の指示に従い定
期的な眼底検査を受けて下さい。もし不幸にも、前
増殖型糖尿病網膜症まで進行し、網膜レーザー治療
を眼科医から勧められましたらこの治療を受けて下
さい（例え、視力低下などの症状が無くても）。

今月のドクター

子ども虐待を防止するために（中編）
　子ども虐待とは、親や親に代わる保護者が、子どもの世話をせずに放っておいたり、
子どもの身体や心を傷つける行為を言います。
　たまたまおこったような事故ではなく、しつけの程度をこえるようなことが繰り返
され子どもの心身の発達を脅かし、心理的に大きな傷跡を残します。

【虐待のサインを受け止めましょう】
＊子どもからのサイン＊
　子どもからのサインを、すぐに「虐待」と決めつけるわけではありませんが、
「ひょっとして？」と思う小さなサインとして、受け止めてください。
　☆おびえた泣き方をする、抱かれると異常に離れたがらない
　☆身長や体重の増えが遅い　　☆衣服や身体が不潔である　　☆体のあちこちにアザが絶えない

【虐待かな？と思ったら】
　子どもを救うことを優先的に考えてください。
　不自然なアザが頻繁にある子どもを見かけたら、「どうしたのかな？」「どうしよう…」
と思うのではないでしょうか。
　でも「虐待かどうかわからないし…」「間違っていたらどうしよう」ということはよ
くあります。

　また「気になるけど他人の家のことだし…」「逆恨みされても困るし…」と思うこともあります。
　でも、そう考えて迷っているうちに取り返しのつかないことになってしまうかもしれません。
　虐待かな？と思ったら下記までお気軽にご連絡ください。通告・通報の内容等、固く秘密を守ります！

深浦町地域包括ケアセンター　電話 0173‒76‒2042
児童相談所全国共通ダイヤル　　1 8 9

＊＊＊次号（後編）に続きます＊＊＊ 【問合せ先】　地域包括ケアセンター　TEL 76－2042
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が
あ
り
ま
し
た

の
で
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
誤
）
福　

沢　

椰　

聡

（
正
）
福　

沢　

梛　

聡

案
山
子
村
我
に
似
る
顔
探
し
け
り 

田　

浦　

木
乃
美

案
山
子
背
に
ピ
ー
ス
し
て
い
る
子
等
二
人 

乳　

井　

光　

昭

晩
秋
や
さ
え
ぎ
さ
え
ぎ
の
声
髙
し 

草　

野　

瑛　

子

仏
前
の
お
膳
に
新
米
て
ん
こ
盛
り 

坂　

本　

り　

き

晩
秋
や
激
し
く
弱
く
夜
半
の
雨 

石　

田　

か
つ
ら

栗
御
飯
孫
来
る
日
の
お
膳
立
て 

山　

本　

正
一
郎

可
愛
く
て
見
と
れ
て
し
ま
う
案
山
子
な 

田　

浦　

恵
美
子

膳
囲
み
一
家
団
欒
豊
の
秋 

草　

野　

力　

丸

晩
秋
や
を
ん
な
の
素
顔
も
ど
り
来
る 

蒲　

田　

吟　

竜

　

東
大
生
と
語
る

　

8
月
28
日
、
深
浦
町
で
の
体
験
活
動
に
参
加
し
て

い
る
東
大
生
2
名
に
来
校
し
て
い
た
だ
き
、「
東
大
生

と
語
る
」を
今
年
度
も
実
施
し
ま
し
た
。東
大
生
に
は

ま
ず
自
身
の
こ
と
を
話
し
て
も
ら
い
、
東
大
を
目
指

し
た
理
由
や
大
学
で
学
ん
で
い
る
こ
と
、
海
外
で
の

体
験
な
ど
を
写
真
も
交
え
て
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
本
校
の
生
徒
か
ら
は
、
大
学
に
入
る
た
め
に

ど
れ
く
ら
い
勉
強
し
た
の
か
な
ど
多
く
の
質
問
が
出

て
、
丁
寧
に
答
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。
普
段
の
過
ご
し
方

は
勉
強
ば
か
り
す
る
の
で
は

な
い
と
聞
い
て
、
生
徒
も
親

近
感
を
持
っ
た
よ
う
で
す
。

　

普
段
は
話
す
こ
と
が
な
い

東
大
生
の
話
を
聞
き
、
今
後

の
高
校
生
活
で
の
ヒ
ン
ト
を

得
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施

　

8
月
31
日
か
ら
3
日
間
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実

施
し
ま
し
た
。
今
年
も
町
内
の
数
多
く
の
事
業
者
さ

ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
自
分

の
進
路
希
望
を
も
と
に
決
め
た
職
場
で
、
初
め
て
の

仕
事
を
行
い
ま
し
た
。
戸
惑
う
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、

職
場
の
方
た
ち
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
無
事
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
職
業
体
験
で
働
く
こ
と
の
意
義
や
大
変
さ
、

そ
の
仕
事
の
や
り
が
い
や
魅
力
を
肌
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
よ
う
で
す
。
今
後
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
振
り
返
り
作
業
を
も
と
に
、
今
回
体
験
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
を
活
か
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

3
日
間
、
町
内
の
多
く
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　

1
年
次
保
育
体
験

　

9
月
10
日
、「
み
は
る
保

育
園
」
さ
ん
で
1
年
次
生
21

名
が
保
育
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
全

員
で
子
ど
も
た
ち
へ
の
自

己
紹
介
を
行
い
、
そ
の
後
そ

れ
ぞ
れ
担
当
の
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
遊
び
、
昼
食
を

食
べ
ま
し
た
。

　

生
徒
は
子
ど
も
た
ち
の
世
話
を
す
る
こ
と
で
、
お

兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
と
し
て
、
普
段
の
高
校
生
活
と
は

違
う
立
場
、
違
う
目
線
で
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
を

考
え
な
が
ら
接
し
て
い
ま
し
た
。
最
後
は
今
日
の
た

め
に
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
て
く
れ
た
メ
ダ
ル
を
全
員

が
か
け
て
も
ら
い
、楽
し
く
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

　

半
日
と
い
う
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
子

ど
も
た
ち
の
何
で
も
し
て
み
た
い
と
い
う
好
奇
心
や
、

何
で
も
や
っ
て
み
る
積
極
性
な
ど
、
多
く
の
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
10
・
11
月
の
行
事
予
定
】

10
月
24
日
㈯　

深
校
祭
（
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
）

　
　

25
日
㈰　

深
校
祭
（
一
般
公
開
）

11
月
4
日
㈬　

生
徒
会
役
員
選
挙

　
　

11
日
㈬
・
12
日
㈭

　
　
　
　
　
　

授
業
公
開
日
（
9
：
00
〜
15
：
00
）

　

※ 

本
校
の
授
業
を
町
民
の
方
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
校
く
だ
さ
い
。

　
　

19
日
㈭　

環
境
教
育
講
座
（
1
年
次
）

　
　

24
日
㈫
〜
27
日
㈮

　
　
　
　
　
　

2
学
期
期
末
考
査
（
2
年
次
）

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
編
集
部
が
い
つ

も
食
べ
て
い
る
好
き
な
ラ
ン
チ
を
た
だ

た
だ
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

ラ
ー
メ
ン
1
0
1

『
し
ょ
う
が
味
噌

ラ
ー
メ
ン（
大
盛
り
）』

￥
8
3
0

　

今
回
訪
れ
た
の
は
、
国
道
1
0
1
号

沿
い
、
広
い
駐
車
場
が
目
印
の
ラ
ー
メ

ン
1
0
1
（
い
ち
ま
る
い
ち
）。

　

11
時
の
開
店
と
と
も
に
お
客
さ
ん
が

入
り
、
お
昼
が
近
づ
く
に
つ
れ
大
勢
の

人
が
ラ
ー
メ
ン
を
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
注
文
し
た
の
は
、「
し
ょ
う
が
味

噌
ラ
ー
メ
ン
」。
も
と
も
と
は
冬
場
の

季
節
限
定
で
し
た
が
フ
ァ
ン
の
熱
烈
な

要
望
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
メ
ニ
ュ
ー
に
定

着
し
ま
し
た
（
私
も
フ
ァ
ン
の
1
人
で

す
（
笑
））。
こ
の
ラ
ー
メ
ン
の
目
玉
は

な
ん
と
い
っ
て
も
ど
っ
さ
り
と
豪
快
に

ト
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
た
シ
ョ
ウ
ガ
。
こ
の

シ
ョ
ウ
ガ
が
ス
ー
プ
と
マ
ッ
チ
し
て
食

欲
が
進
み
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
大
盛
り
で

ラ
イ
ス
を
つ
け
て
し
ま
い
ま
し
た

（
笑
）。

　

そ
の
ほ
か
、焼
干
し
ラ
ー
メ
ン（
￥
6

5
0
円
）
や
塩
ラ
ー
メ
ン
（
￥
6
5
0

円
）、
季
節
限
定
ラ
ー
メ
ン
な
ど
数
多

く
の
メ
ニ
ュ
ー
が
揃
い
、
い
つ
も
お
腹

を
悩
ま
せ
ま
す
。

　

朝
晩
冷
え
込
み
、肌
寒
く
な
っ
て
き
た

こ
の
季
節
。こ
れ
を
食
べ
て
温
ま
り
ま
せ

ん
か
？
こ
れ
が
お
れ
の
た
ま
ラ
ン
チ
！

【
店
舗
情
報
】

深
浦
町
大
字
月
屋
字
裸
森
24

℡　

75－

2
1
6
1

定
休
日
：
火
曜
日

「「
ƕ
ƴ
Ȓ
Ȝ
Ǫ

ƕ
ƴ
Ȓ
Ȝ
Ǫ
」」

広

報　

広

報　

ふ
か
う
ら

ふ
か
う
ら

編
集
部
の

編
集
部
の

た
ま
ら
な
い

た
ま
ら
な
い

ラ
ン
チ

ラ
ン
チ

第４回

深浦町深浦町のの人口人口とと世帯世帯
《 9月末現在》（ ）内は前月比

　男 …… 4,244人（－12）
　女 …… 4,749人（－18）
　計 …… 8,993人（－30）
世帯数 3,857世帯（－ 3 ）

深浦町の総面積　488.89㎢　



発
行
／
青
森
県
深
浦
町　

編
集
／
総
合
戦
略
課
企
画
調
整
係

☎
0
1
7
3

－

7
4

－

2
1
1
1（
代
表
）

ホームページアドレス http://www.town.fukaura.lg.jp/
24■■■広報ふかうら■

10月号
№127

このコーナーでは、元気いっぱいな園児たちの
作品をご紹介していきます 　　　　　　　　

　柳田保育園のなかよしたち

山
﨑
侑ゆ

う

志し

ちゃん（
父
和　

弘
さ
ん

母
春　

菜
さ
ん

）

（
北
金
１
区
）

山
本
凪な

ぎ

咲さ

ちゃん（
父
光　

洋
さ
ん

母
千　

愛
さ
ん

）

（
風
合
瀬
）● このコーナーでは、１歳を迎え

たチビッコ達をご紹介します ●

「ハロウィンが「ハロウィンが
やってくる！」やってくる！」

（左上から）
ふ じ た　 いちか さん（６さい）
やました　 たいが くん（５さい）
ま す や　 り　と くん（６さい）
さ と う　 あらた くん（６さい）
し　　ま　 あいか さん（６さい）

（左下から）
ち　　だ　 あかり さん（５さい）
ひろおか　 あおい くん（５さい）
え び な　 たいが くん（５さい）
かしわぎ　 あ　ん さん（５さい）
く ど う　 み　お さん（６さい）
かしわぎ　 は　な さん（６さい）

新しいお土産に　新しいお土産に　ご当地ポテチ登場ご当地ポテチ登場！！
　深浦マグロ料理推進協議会（西﨑朋会長）は、「深浦マグロステーキ　深浦マグロ料理推進協議会（西﨑朋会長）は、「深浦マグロステーキ
丼」に続く新・ご当地シリーズのお土産商品で「ザ・深浦マグロカレー」丼」に続く新・ご当地シリーズのお土産商品で「ザ・深浦マグロカレー」
を昨年 8月に発売させ、今年はさらに新・ご当地ポテトチップス「深浦を昨年 8月に発売させ、今年はさらに新・ご当地ポテトチップス「深浦
マグロステーキ丼ポテトチップス（辛みそ味）」を、10月 1 日からマグマグロステーキ丼ポテトチップス（辛みそ味）」を、10月 1 日からマグ
ステ丼提供店舗ほか、町内観光施設で発売しました。ステ丼提供店舗ほか、町内観光施設で発売しました。
　株式会社黄金崎農場のじゃがいもを100％使用し、大ヒットを続け　株式会社黄金崎農場のじゃがいもを100％使用し、大ヒットを続け
るマグステ丼の辛みそダレでの味付け。西﨑会長は「黄金崎農場さんるマグステ丼の辛みそダレでの味付け。西﨑会長は「黄金崎農場さん
のじゃがいもとマグステ丼で一番人気のタレによるオリジナル商品。のじゃがいもとマグステ丼で一番人気のタレによるオリジナル商品。
深浦の新しいお土産としてぜひオススメします」と語りました。深浦の新しいお土産としてぜひオススメします」と語りました。
　期間・数量限定となりますのでお求めはお早めに！　期間・数量限定となりますのでお求めはお早めに！１箱￥600（税込）で好評発売中


